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重点施策１　妊産婦・乳幼児期への支援

42 妊娠期より精神面や経済状況に応じた支援
母子健康手帳交付などの機会を通じて、精神面
や経済状況等、問題に対応した支援を早期から
実施し、継続した支援を行う。

42 教育委員会 子育て支援課

妊娠届出時に全数面接を実施している。妊婦へ
のアンケートをもとに精神面や経済状況に関す
る問題等も把握し、必要に応じた情報提供や保
健指導している。切れ目ない支援となるよう、
随時、関係機関と連携を図っている。

事例各々に対して、適切な窓口へのつな
ぎや必要な支援の調整、関係機関と連携
した対応を行った。

子育て応援課で継続実施

44 妊産婦もしくは新生児・乳幼児の状況に応
じた支援

妊産婦・新生児訪問や医療機関からの退院時情
報、乳幼児健康診査の状況から、育児不安・疲
労感が強い等、産後うつ病のリスクが高い産婦
への支援を行う。
また、新生児訪問を希望しなかった家庭を訪問
し、養育環境の把握や助言を行い、児童虐待の
未然防止に努める。

42

健康福祉部

教育委員会

健康づくり課
社会福祉課
子育て支援課

【健康づくり課】
子育て支援課と連携し、支援が必要な妊産婦・
新生児に対して早期からの関わりを実施してい
る。乳幼児健康診査や各相談会の状況から、育
児不安・疲労感の把握や助言を行うとともに、
訪問や相談会につなげるなど支援を行ってい
る。
【社会福祉課】
新生児訪問を希望しなかった家庭には、「こん
にちは赤ちゃん訪問」を実施し、状況把握に努
めたい。
【子育て支援課】
妊産婦・新生児訪問や医療機関等で把握した要
支援妊産婦・新生児に対し、適切なタイミング
で介入、継続した支援ができるよう、随時関係
機関と連携を図り、対応している。また、各種
届出時の面接や各種相談においても、育児不安
や疲労感が強い等、産後うつ病リスクが高い産
婦を把握した際も、同様に対応している。

【健康づくり課】
関係機関と連携し、状況に応じた支援や
体制整備ができている。
【社会福祉課】
　事業実施により児童虐待の未然防止・
早期発見につながっている。
【子育て支援課】
事例各々に対して、適切な窓口へのつな
ぎや必要な支援の調整、関係機関と連携
した対応を行った。

実施 子育て応援課で継続実施

45 乳幼児健康診査での保健指導
適切な睡眠のとり方、早寝早起き朝ごはんの生
活習慣の確立、子どもや保護者の自己肯定感が
高まるような保健指導を実施する。

42
健康福祉部 健康づくり課

乳幼児健診にて、就寝起床時間・朝食摂取等生
活状況の把握及び保健指導の実施をしている。
また、育児環境や育児に対する保護者の気持ち
の把握を行い、保護者に寄り添った支援や子ど
も・保護者の自己肯定感が高まるよう保健指導
を実施している。（乳幼児健診96回、幼児歯
科健診24回）

健診ごとに、望ましい生活習慣や親子関
係形成のために必要なことを伝達すると
ともに、保護者の気持ちに寄り添った丁
寧な聞き取り、支援を行っている。

実施 子育て応援課で継続実施

健康づくり課
子育て支援課43 子育て全般の相談

子どもの発育発達や生活に関する事など、保健
師、栄養士、保育士などが子育て全般の相談に
応じる。

42
健康福祉部
教育委員会

【健康づくり課】
各種相談会及び訪問・来所・電話・オンライン
など多様な相談体制を整備し、保健師・助産
師・管理栄養士等専門職が発育発達や生活に関
することなど子育て全般の相談に応じている。
※各種相談会…予約制育児相談会、2か月児育
児相談会、オンライン子育て相談、オンライン
離乳食グループ相談会、離乳食座談会
【子育て支援課】
・子育てコンシェルジュ(子育て支援員研修修
了者)を市内子育て支援センターや児童館、児
童クラブに配置し、市内23施設で開設し、相
談方法の充実も図っている。多岐にわたる子育
て相談に、幅広い視点を持ちながら各種事業・
制度の紹介や関係機関と連携して継続的に対応
している。
・「妊娠からの子育て相談窓口」で、多岐に渡
る子育て相談に対応し、幅広い視点を持ちなが
ら各種事業・制度の紹介や関係機関と連携して
継続的に対応している。また、園や児童クラブ
における相談支援に対するサポートを行うため
に、施設への訪問等により助言支援を行ってい
る。

【健康づくり課】
2か月児育児相談会や令和4年度から開催
している離乳食座談会では、感染対策に
留意しながら保護者同志の情報交換を実
施し、専門職の保健指導に加えて保護者
同志の交流による不安軽減につながって
いる。予約制育児相談会では予約率約8
割うまっており、継続参加につながって
いる。オンライン相談は外出に困難を感
じている人も気軽に参加できている。
【子育て支援課】
・相談対応に従事する職員の育成に努め
るとともに、対面・電話・オンラインと
相談体制の充実を図った。
・相談内容に応じて、適切な事業・制度
の紹介やつなぎ、関係機関と連携して対
応した。

実施 子育て応援課で継続実施
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46 助産師による支援
妊婦学級・育児相談会等で子育てや女性の健康
づくりについて相談支援を行う。

42
健康福祉部 健康づくり課

妊婦・両親学級や育児相談会、乳児健診等に従
事し、産前産後の身体や授乳、育児について相
談支援を行っている。

助産師の専門性を活かした指導や支援が
実施できている。必要時、関係職種や他
事業と連携し、支援体制を整えている。

実施 子育て応援課で継続実施

48 重点施策２　思春期・青年期への支援

49 いじめ防止等に関する取組

小・中学校、幼稚園、保育園、子ども園、保護
者、地域住民などの関係機関で協議する会議を
年2回実施し、各所でいじめ防止に向けた取り組
みを進めている。小・中学校ではあいさつ運動
や学校生活アンケート、教育相談などを通し、
いじめ防止等に取り組んでいるほか、6月、10
月はいじめ防止強化月間として気運を高めてい
る。

45
教育委員会
市内各小中学校

学校教育課

10月1日に燕市いじめ防止基本方針を一部改定
した。今後各学校が自校のいじめ防止基本方針
を改定する。10月25日に、第1回子どもを育む
推進協議会を実施予定。燕市いじめ防止基本方
針の一部改定を基に、いじめ等の現状と課題を
共有した上で、いじめ防止に向けた取組と子ど
もから見えにくいＳＯＳの捉え方について協議
する。

左記事業をとおして、学校、家庭、地
域、関係系機関等がいじめ等の現状と課
題を共有し、協議することでいじめ見逃
しゼロの気運を高めている。

実施
今後も、関係機関と連携して事
業を継続していく。

50 学校不適応・ひきこもり相談事業

小中学校の児童生徒から39歳までの若者を対象
に、不登校やひきこもりに関する悩み相談の窓
口（燕スマイル・サポート・ステーション）を
開設。電話相談やメール相談のほか、面談、家
庭訪問による相談にも対応する。

45 教育委員会 学校教育課
相談のあったケースに、電話、来所、訪問等で
対応した。

状況に応じ、臨時相談室を設置するなど
児童生徒の心のケアに努めた。

・令和4年度燕スマイル・サポート・ス
テーション
　相談件数：36件
　内容：不登校19件　精神不安定7件
　　　　学習4件 　家庭内不和3件
　　　　ひきこもり1件　交友関係1件
　　　　その他1件

実施
今後も状況に応じ、臨時相談室
を設けるなど、関係機関と連携
し、適切な支援に努める。

51 心の教室相談員派遣事業
生徒一人ひとりの悩みごと、心配ごとに対応す
るため、各中学校に「心の教室相談員」を派遣
する。

45 教育委員会 学校教育課
各中学校に心の相談員を派遣し、生徒の相談に
応じた。

気軽に相談できることで、不登校などの
未然防止につながった。

実施
今後も、心の相談員を派遣し生
徒に寄り添った支援に努める。

47 安心して生み育てられる環境づくり

子育て支援センター、ファミリー・サポート・
センターの活動や一時保育、病児・病後児保育
をとおして子育ての負担軽減を図る。また、保
護者が自信を持って子育てをしていけるよう子
育て講座を開催する。
子育てガイドブックの配付や子育てアプリの配
信により、子育てに係る様々な情報を提供す
る。

42 教育委員会 引き続き実施する。子育て支援課

・子育て支援センター　利用者数11,250人（9月
末現在）
・子育てコンシェルジュ 相談対応件数4,029件(3
月末現在)
・ファミリー・サポート・センター　サポート件
数1,233件（3月末現在）
・子育て支援講座（NP講座、BP講座）
　＜ＢＰ…全4コマの講座(定員6～12人)＞
　〇第1回（5月/きらら/定員6組、申込7組、全出
席人数27人）
　〇第2回（8月/こどもの森/定員10組、申込9
組、全出席人数27人）
　〇第3回（11月/こどもの森/定員10組、申込6
組、全出席人数20人）
　〇第4回（2月/すくすく/定員12組、申込8組、
全出席人数32人）
　＜ＮＰ…全6コマの講座(定員10人)＞
　〇第1回（6～7月/すくすく/定員に満たず中
止）
　〇第2回（9～10月/こどもの森/定員10組、申
込8組、全出席人数44人）
　〇第3回（10～11月/きらら/定員6組、申込5
組、全出席人数29人）
・子育てにかかる様々な情報は各担当部署と共有
しながら毎年更新し、冊子(子育てガイドミニ)の
設置、子育てアプリやホームページによる発信等
で最新情報を提供している。

さまざまな事業が連携し、子育て家庭の
支援を行った。

実施
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52 スクールソーシャルワーカー派遣事業

児童生徒が抱える様々な問題に対し、スクール
ソーシャルワーカーを派遣し、家庭や学校、関
係機関に対し支援を行うことで問題の解決を図
る。

45 教育委員会 学校教育課
各市内小中学校からの要請に応じ、スクール
ソーシャルワーカーを派遣した。

令和４年度派遣回数（Ｒ5.3月末時点）
小学校　15件・中学校　75件

実施

今後も事業を継続し、児童生徒
の環境への働きかけ、問題の未
然防止と状況の維持改善に努め
る。

53 就学援助事業
経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護
者に対し学校でかかる費用を援助する。

45 教育委員会 学校教育課

昨年度同様、全ての児童生徒の保護者に対して
申請案内を配布しているほか、社会福祉課の実
施する児童手当現況届の受付の案内を発送する
際に就学援助事業のお知らせのチラシ同封し、
窓口において相談があった場合は随時対応を
行った。

令和４年度認定者数901人
（R5.３月末時点）
年度途中に世帯構成の変更があった場合
は窓口において随時制度の説明を行い、
申請につながるよう努めた。

達成
今後も、関係部署と連携し、事
業を継続していく。

54 子どもへの相談窓口周知
パンフレットやカード等を児童・生徒に配布
し、広報紙・ホームページで周知する。

45 教育委員会 学校教育課
・市内全児童生徒にダイヤルカードを配布
・燕市公式LINEトップページに相談窓口のアイ
コンを設定

燕市公式LINEのトップページにアイコン
を設定したことでメール相談が増加した
ことは、周知が図れたと評価できる。

実施 今後も継続して周知に努める。

55 児童生徒の自殺対策に資する教育（SOSの出
し方に関する）

子ども自身が悩みに対処する方法を知り、将来
起きるかもしれない危機的状況に対し、援助希
求行動がとれるように教育する。また、ＳＯＳ
の出し方のみならず、受け止め方についても教
育する。

45 教育委員会 学校教育課
・市内全児童生徒にダイヤルカードを配布
・燕市公式LINEトップページに相談窓口のアイ
コンを設定

燕市公式LINEのトップページにアイコン
を設定したことでメール相談が増加した
ことは、周知が図れたと評価できる。

実施 今後も継続して周知に努める。

56 若者就労支援事業
15歳から49歳までの若者の自立を支援すること
を目的として相談支援を実施する。

45
教育委員会
三条若者サポート
ステーション

社会教育課

若年無業者に対し、就労に向けて燕市出張相談
を行った。
　市民交流センター（第2・4火曜、第2・4木
曜）
　燕庁舎（第1・3・5火曜、第5木曜）
　中央公民館（第1・3木曜）
　吉田産業会館（ワクチン接種等のため利用不
可）
　分水福祉会館（第4火曜）
相談件数　 　94件
　新規登録者     4人
　就職（正規）　2人
　　　（非正規）3人
　再就職　　　　0人
　※令和4年9月末現在

ワクチン接種等の影響で相談会場が限ら
れている状況でも、代替施設で上手く対
応していただいている。
エコバックの講座やビジネスマナー等の
新規講座を実施し、就労につながるサ
ポートをしている。

実施
関係部署と連携し、事業を継続
していく。

57 重点施策３　壮年期への支援

58 職場におけるメンタルヘルス対策等の推進

職場において、こころの健康について出前講座
や普及啓発を行う。
また、事業主等に対して健康づくりを経営課題
として捉え、メンタルヘルス対策やハラスメン
ト対策など、心身ともに元気な職場づくりの取
り組みができるよう普及啓発に努める。

46

健康福祉部
産業振興部
企画財政部
三条労働基準監督
署

健康づくり課
商工振興課
地域振興課

【健康づくり課】
・三条地域振興局、三条労働基準監督署等と連
携し職域連携モデル事業を実施。モデル事業所
従業員に対しメンタルヘルスに関するアンケー
トも実施している
・メンタルヘルスに関する普及啓発リーフレッ
トの設置を依頼している
【地域振興課】
女性活躍・ダイバーシティ推進フォーラム
2022
「事業存続のための働きやすい職場環境づく
り」
11/25（金）つばめホール　※オンライン併用

【地域振興課】
「働きやすい職場環境づくり」をテーマ
に、講演とトークセッションを実施。
市内の社会保険労務士に講師とファシリ
テーターを依頼し、市内企業3社から自
社の取組についてお話をしていただい
た。

実施 継続実施

59 治療と仕事の両立の支援
事業主等に対し、両立支援に関する普及啓発を
行う。

46
健康福祉部
三条労働基準監督
署

健康づくり課 治療と仕事の両立支援に関するリーフレットを
窓口に継続して設置。

ポスターやリーフレットの設置は保健セ
ンター、公民館等にも配布する。

実施 継続実施
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60 ワークライフバランスの推進
事業主等に対し、過重労働の防止等によりワー
ク・ライフ・バランスの普及啓発を行う。

46

企画財政部
産業振興部
三条労働基準監督
署

地域振興課
商工振興課

【地域振興課】
女性活躍・ダイバーシティ推進フォーラム
2022
「事業存続のための働きやすい職場環境づく
り」
11/25（金）つばめホール　※オンライン併用

【地域振興課】
「働きやすい職場環境づくり」をテーマ
に、講演とトークセッションを実施。
市内の社会保険労務士に講師とファシリ
テーターを依頼し、市内企業3社から自
社の取組についてお話をしていただい
た。

実施予定 継続実施

61 産業振興協議会
関係機関及び有識者により各種課題等を多角的
に議論し、市内中小企業や小規模企業の持続的
な成長・発展への支援を強化する。

46 産業振興部 商工振興課
産業振興協議会を5/20、10/5、3/28に開催し
た。

原油・原材料高や電気代の高騰などを踏
まえた市内経済の現況についての確認
と、第3次総合計画の現況課題について
意見をいただいた。

100%
引き続き、産業振興に向け各種
課題解決に取り組んでいく。

62 雇用・就労の支援
雇用・就労を支える産業の振興や、市内事業所
への支援を行う。

46 産業振興部 商工振興課

各種支援制度を通じて産業の振興に取り組んで
いるほか、令和5年度1月から公式LINEを活用し
た市内企業の求人情報の配信（ミニイク）を毎
月実施。

コロナ禍で事業が停滞していた過去2年
にくらべ、市内事業者は積極的に各種支
援制度を活用している。

100%
引き続き、各種支援制度を通じ
て産業の振興に取り組む。

63 重点施策４　高齢期への支援

64 高齢者を対象とした自殺予防の健康教育

各種教室や地域での健康相談会等で困りごとへ
の支援を求めることの大切さや、支え合いなが
ら地域で生活を送ることについて考えるための
機会をもつ。また、うつ病・認知症などに関す
る普及啓発を行う。

48 健康福祉部 健康づくり課

・フレイル予防も併せ、健康教育を実施。
・「人生100年時代の健康サポート事業」の一
環として事業参加者に対し、後期高齢者の質問
表の聞き取りを行い、うつ病や認知症のスク
リーニングに活かし、必要な支援、関係危険に
繋げるよう取り組んでいる。

実施中 実施 継続実施

65 高齢者の元気増やし活動

健康増進計画の実践プロジェクトとして、テー
マ別プロジェクト・登録プロジェクトメンバー
「元気磨きたい」が、自分自身だけでなく周囲
の人にも元気をおすそわけする活動を推進す
る。

48 健康福祉部 健康づくり課

・新規参加者増をねらい6月に「元気磨きたい
フェア」を開催。19名が新メンバーとして加
入。
・活動周知のため市広報誌に活動日の掲載や
PR動画を配信している。
・地域のサロンや子育て支援センターなどへ感
染対策を講じ元気のおすそわけ活動を実施。

実施中 実施 継続実施

66 地域包括ケアシステムの推進

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
人生の最後まで続けられるよう、介護支援専門
員、主治医、地域の関係機関など多職種相互の
協働、連携により、必要なサービスが切れ目な
く提供される体制づくりを推進する。

48
健康福祉部

長寿福祉課

地域ケア推進会議2回（ハイブリッド）
総合事業部会３回（参集）
医療介護連携推進部会３回（オンライン）
認知症支援部会３回（ハイブリッド）

コロナ禍のためオンライン会議を中心に
行ったが、地域住民が多く参加する会議
については会場に参集する形で行った。

実施
新型コロナウイルスが５類移行
後は、できる限り参集する方法
で実施する。

67 地域包括支援センターの設置

専門職三職種（保健師・社会福祉士・主任ケア
マネジャー）を配置し、地域の高齢者を様々な
面から総合的に支援する。（燕地区2カ所・吉田
地区1カ所・分水地区1カ所）
また、介護予防サービス・総合事業サービスの
ケアプランを作成し、適切なサービスにつな
げ、本人の生活支援や意欲の向上、介護者の負
担軽減につなげる。

48

健康福祉部
地域包括支援セン
ター

長寿福祉課

給付管理数　（4包括合計）
介護予防サービス　455件/月
総合事業サービス　326件/月

介護予防の個別ケア会議　参集で開催
　6/22　  ハイブリッド　44人
　12/16　ハイブリッド　29人

ケアプランを作成するケアマネージャー
は、新型コロナウイルス感染の危機を減
らすため訪問活動が減少した。
介護予防の個別ケア会議もケアチームの
み団収支、膨張の参加者はオンライン参
加で行った。

実施

介護予防の個別ケア会議では、
リハビリ専門職の助言をケアプ
ランに生かし、より効果的な支
援のため家庭訪問が必要な事例
には訪問を実施する。
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68 生活支援体制整備事業

生活支援コーディネーターを中心に、支え合い
活動推進会議（生活圏域年2回程度）などを通じ
て、住民主体による多様な生活支援サービスの
提供体制の構築を図る。また、地域の元気な高
齢者が、生活支援の担い手として社会参加を
し、社会的役割が持てるよう、「担い手研修」
を開催する。

48
健康福祉部
社会福祉協議会

長寿福祉課

支え合い活動推進会議
　　　6回　　　82人

介護の担い手研修
対象：介護予防・生活支援サービス事業所で働
きたい方、地域住民主体活動に活かしたい方
参加人数：　2回　27人
講師：地域包括支援センター職員、社協ヘル
パー、健康運動指導士、消防署職員、認知症地
域支援推進員、長寿福祉課職員

支え合い活動支援会議
高齢者の社会参加や各圏域の集いの場、
ゴミ出し問題について意見が座された。

介護の担い手研修
研修受講生は昨年度を上回る人数となっ
た。
「知識を深めたい」といった動機で参加
する住民が多いため、研修内容を再検討
して継続開催していく必要がある。

実施 継続実施

69 高齢者に関する総合相談

高齢者に関するよろず相談では、地域の高齢者
からの相談に対して多面的、制度横断的なワン
ストップ相談を実施する。
また、高齢者の権利擁護のために、高齢者虐待
の早期発見に向けた地域関係者のネットワーク
構築に取り組むとともに、成年後見制度の周知
や利用にあたっての必要な支援を行う。

48

健康福祉部
地域包括支援セン
ター

長寿福祉課

高齢者に関する相談を市、地域包括支援セン
ターで連携して対応し必要に応じ関係機関へつ
ないでいる。
高齢者虐待の早期発見に向けた取り組みとし
て、８月に介護保険事業所職員、２月にケアマ
ネジャーを対象とした研修会を行う。成年後見
制度の周知は社協、社会福祉課と協議をしなが
ら取り組んでいる。

市民からの相談対応は迅速かつ丁寧に
行った。権利擁護に関する周知は今後も
継続して行う必要がある。

実施 継続実施

70 居場所づくり活動

地域の茶の間、サロン、地区健康相談会、介護
予防教室等で集まるときに、他者とのつながり
を感じながら心穏やかに過ごせる場所を提供す
ることで、心身面における健康の保持増進を図
る。

48
健康福祉部
社会福祉協議会

健康づくり課

【健康づくり課】
・心身の健康を維持増進するため、個別相談を
実施し、必要に応じて関係機関との連携を図っ
た。フレイル予防のため、栄養士や歯科衛生士
の健康教育も実施。
・個別相談や健康教育だけでなく、参加者同士
の交流促進やひとり一人が主役、輝ける場面の
設定を意識し実施している。

実施中 実施 継続実施


